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発表要旨：クプサビニィ語（Kupsapiny: 南ナイル、ウガンダ）の associated motion (AM) を表すのに使われる
構文（例：「こちらに来ながら電話を見続けた」で、動詞「見た」に継続的移動の接尾辞と空間ダイクシス

の接尾辞を付ける）は、他の言語の AM を表す構文に関して先行研究で言われているのとは違う以下の特徴
を持つことを報告する。(i) 単純なシステムである、(ii) AM に特化されていない、(iii) prior motion (e.g. ‘come 
and look’) > concurrent motion (e.g. ‘look while coming’) > subsequent motion (e.g. ‘look and come’) という階層 
(Levinson & Wilkins 2006, Guillaume 2016) の反例である、(iv) 構文が表すのが AM であるかどうか、AM のう
ち concurrent motion と subsequent motion のどちらかは動詞のタイプ・意味に依存する、(v) この構文は連
続・反復の概念を常に表すので、AM がアスペクトから独立した文法的範疇であるとは言い難い。 
 
1. はじめに  
1.1 本研究の目的	
 本発表は、クプサビニィ語の associated motion (AM) を表すのに使われる構文が、他の言
語（特にオーストラリアと南アメリカの言語）の AM に関して先行研究 (e.g. Koch 1984, Wilkins 1991, 
Levinson & Wilkins 2006, Guillaume 2013, 2016, Belkadi 2015) で言われているのとは違う特徴を持つことを報
告する。AM は「動詞で表される行為に関係付けられた移動」(Koch 1984: 23) (e.g. ‘eat while coming’, ‘come 
and eat’, ‘eat and come’) で、行為 (e.g. ‘eat’)（または状態・状態変化）に動詞を、移動 (e.g. ‘come’) に文法的
形態素（特に、動詞接辞）を使う。したがって、非移動動詞に移動の意味を持たせるという機能を果たす。

Wilkins (1991) と Guillaume (2017) は、AM はテンス・アスペクト等とは独立した文法的範疇であると言う。
しかしクプサビニィ語で AM を表すのに使われる構文はそうとは言えない。さらに他にもクプサビニィ語の
構文が他の言語での構文とは違う特徴があることを指摘する。これらの特徴の要因について考える。  
1.2 クプサビニィ語の文法的特徴の概略	
 クプサビニィ（Kupsapiny/Kupsabiny, /kupsapiɲ/ [kʰupsabiɲ] または 
/kùssapiɲ/ [kʰùssabiɲ]）語（ナイル・サハラ大語族、ナイル語族、南ナイル、カレンジン；ISO: kup）はウガ
ンダ東部のケニアと国境にあるエルゴン山の北と西の麓のセベイで、セベイ族（/sàpiɲʧak/ [sàbiɲʤak]）によ
り話されている。セベイ族の人口は 2014 年国勢調査によると 289,456 人で、ほぼすべての人がクプサビニ
ィ語を話す。サバオト（Sabaot）はこの言語のケニア側の方言である。他のカレンジンの言語には以下のも
のがある：Kipsigis (Toweett 1979), Nandi (Creider & Creider 1989), Keiyo, Terik, Tugen, Marakwet, Pokot 
(Pökot/Pökoot), Akie (König et al. 2015), Okiek (Ogiek)。クプサビニィ語とポコット語はウガンダとケニアで、
オキエク語はケニアとタンザニアで、アキエ語はタンザニアで話されているが、これら以外の言語はケニア

のみで話されている。クプサビニィ語の話者のほとんど（特に 60 歳代以下）はウガンダの公用語の一つで
ある英語を第二言語として話す。特にセベイ東部ではスワヒリ語も話す人が、西部ではマサバ語（ギス語；

バントゥー J.30）も話す人がいる。 
	
 クプサビニィ語は膠着言語だが、ある程度融合が見られる。接頭辞と接尾辞の両方を使い（名詞には主と

して接尾辞、動詞には接頭辞と接尾辞）、主に主要部標示をする。基本語順は VSO で、語順は比較的定ま
っているが、主語と目的語の名詞句のタイプにより、VOS も起る。前置詞を使い、名詞の後に修飾語が来
る。トーン（  ́: high tone,   ̀: low tone, 無表示: mid tone）による形態的格標示をし、主語に使う格と目的語に
使う格のどちらが無標か、トーンだけからは判断できないが、目的語に使う格の形式がより多くの状況に使

われるという点で機能的に無標であり、有標主格型の形態的格標示をするとみなすことができる (Dixon 
1994, König 2006, 2008)。 
	
 クプサビニィ語の名詞と動詞には接頭辞と接尾辞のスロットがある (Montgomery 1966, O’Brien & Cuyers 
1975)。動詞の接頭辞としては、時制-主語の人称・数、分詞-主語の人称・数、ムード、否定があり、動詞の
接尾辞としては、継続的移動を表す接尾辞、空間ダイクシス、経路 ‘from, via, at’ を表す接尾辞、道具・随伴
者／物、目的語人称・数、アスペクト、自動詞化、再帰、逆使役がある。‘from, via, at’ を表す接尾辞と道
具・随伴者／物の接尾辞は applicative としての機能を果たす。定動詞は時制-主語の人称・数の接頭辞また
はムードの接頭辞を取る。不定動詞は分詞の接頭辞を取り、動詞連続の構文で最初の主動詞以外に使われ、

いくつもの不定動詞が続くことが多い。不定動詞の時制は主動詞の時制による。主語の人称・数は時制と融

合した接頭辞として表される。定動詞の形式が人称によって変化しない動詞があるが、3 人称のみ語尾が異
なる動詞もある。 
 
2. 先行研究 
	
 特にオーストラリアと南アメリカの言語の AM を表す構文に関してなされている記述として以下のような
ものがある。 
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[1] Levinson & Wilkins (2006) と Guillaume (2016) は AM の構文について (1) の二つの含意的階層（AM を表す
形式は階層の一つを表せるのであればその左側も（すべて）表せる）を提案している。  
(1) (a) 主語の移動 > 目的語の移動 
 (b) 行為の前の移動 (prior motion) (e.g. ‘Go then/to VERB’) > 行為と同時の移動 (concurrent motion) (e.g. ‘do 

VERB while going’) > 行為の後の移動 (subsequent motion) (e.g. ‘VERB then go’)  
(1a) によると、AM の構文は主語の移動を表し、目的語の移動は表さない場合があり、目的語の移動を表す
ことができるのであれば、主語の移動も表すことができる。(1b) によると、AM の構文は (i) prior motionの
みを表し concurrent motion と subsequent motion を表さない場合、(ii) prior motion と concurrent motion を表し 
subsequent motion を表さない場合、(iii) 3 つのタイプそれぞれを表す場合がある。（Levinson & Wilkins 
(2006: 534) は concurrent motion の説明で ‘do VERB while going’ として いるが、階層では ‘do’ の継続性を示
すためか、移動が主たる事象の要素であるということを示すためか、‘Go while VERBing’ としている。実際
にどちらなのかは [2] と関連する問題であり、検討の余地がある。） 
[2] Levinson & Wilkins (2006) と Guillaume (2016) は、Talmy (1985, 1991, 2000) の移動表現の類型論の枠組み
における動詞枠付け (verb-framed) と付随要素枠付け (satellite-framed) のどちらのパターンにおいても移動
（移動の事実 ‘fact of motion’）は動詞の語根に現れるが、AM の構文では、移動が動詞の語根で表されず文
法的形態素（特に動詞接辞）で表されるという AM の特異性について述べている。しかし構文が AM に特
化したのでなく移動動詞にも使われる場合には移動動詞の語根も移動を表すので、このことはそのような構

文全般には明らかに当てはまらないはずである。さらには AM は Talmy のイベント統合の類型論で扱われ
るようなタイプの複合イベントかどうか、動詞で表される行為や状態・状態変化と移動のどちらが主要なイ

ベントの要素かという問題がある。 
[3] オーストラリアと南アメリカの言語に関しては、AM は複雑な文法的範疇であると言われてきている。
特に空間ダイクシス、経路のタイプ、移動と動詞で表される行為の時間的関係（さらに、言語によっては何

が移動しているか）の組み合わせによる区別をする。例えば、Wilkins (1991) は Mparntwe Arrernte に 14の接
尾辞があることを報告している。Guillaume (2016) が調べた南アメリカの 66言語では 6〜13の AM の接尾辞
によって区別をしているという。 
[4] Wilkins (1991) と Guillaume (2017) は AM はテンス・アスペクト等とは独立した範疇であり、概念的・意
味的な範疇というだけではなく文法的範疇であると言っている。Wilkins (1991) によると、Mparntwe Arrernte 
の場合、AM の接尾辞は以下の点でテンス・アスペクト等とは独立した文法的範疇であるということであ
る：(a) テンス・アスペクトのような他の屈折接尾辞とは違うスロットに起る、(b) テンス・アスペクトの接
尾辞とは違い空間ダイクシスの動詞には起らないというような制限がある、(c) 他の屈折接尾辞と共起する、
(d) 空間的な概念を表す。  
	
 以上のように、AM の構文の研究は、移動が表されている構成素の文法関係（主語か目的語か）、移動と
動詞が表す行為の時間的関係、構文の特異性、意味の区別の複雑さ（特に経路のタイプ）、テンス・アスペ

クト等からの独立性に着目してきた傾向がある。（本研究の対象外だが、言語接触による拡散との関係で地

理的な分布に関する記述もある (e.g. Wilkins 1991, Guillaume 2016)。）それに対し、AM のマーカー自体が持
つかもしれない（空間移動を伴わない）テンス・アスペクトの意味についてはあまり記述されていない

（Belkadi 2015 に少し記述があるが、他では実際 AM のマーカーの使用は移動事象に限られているのかもし
れない: e.g. Wilkins 1991）。それから、AM と（Talmyの類型論で扱われるような複合事象としての）移動
（translational motion）との関係が明らかにされていない（しかし Belkadi 2015 にいくらか記述がある）。さ
らには、地域としてはオーストラリアと南アメリカの言語を中心に研究がなされてきて、それ以外の地域の 
AM の構文の深い研究は多くない。 
	
 南ナイルの言語は連続した動詞接尾辞の組み合わせによって AM が表されることが報告されているが、過
去の研究 (e.g. Kawachi 2011, 2014, Kießling & Bruckhaus 2017) は空間移動を表す用法のみに注目してきていて
他にどのような用法があるか等についての記述がないし、他の地域の言語での AM の構文との比較をしてい
ない。 
	
 Belkadi (2015) は、アフリカの言語（アフロ・アジア、ニジェール・コンゴ、ナイル；ナイルの言語とし
て扱っているのは西ナイルの Päri 語）を中心に、ダイクシス方向辞 deictic directional（品詞としては、動詞
接辞、パーティクル、クリティック、前置詞を含む）が文法化して AM に使われるようになった事例を主に
文献から収集し、様々な点から分析している。ただ、（3.1 で見るように）クプサビニィ語の場合は、ダイ
クシス動詞接尾辞だけを AM に使うことはできず、継続的移動を表す接尾辞を必要とする。 
 
3. クプサビニィ語の Associated Motion のデータ  
3.1 空間ダイクシスの接尾辞	
 クプサビニィ語の移動動詞は空間ダイクシスの接尾辞（以下で、ダイクシス
接尾辞）が付いて空間ダイクシス（以下で、ダイクシス）の対照をなす。ダイクティック・センターは、ダ
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イクシスの動詞では話し手または聞き手だが、ダイクシス接尾辞では通常は話し手である。表 1 の I-a, I-b, 
I-c にあるように、ダイクシスに中立（以下で ‘neutral’）の形式は -ø 、‘hither’ の形式は -u、‘thither’の形式
は -te/-e である。（いくつかの例外がある。‘thither’ の形式の -e は短母音から成る一音節の語幹に使われる
ようであるが、厳密にどのような環境に起こるか定かでない。）動詞によって	
   ‘hither’ vs. ‘thither’ の対立を
示す（‘neutral’ の形式がない）ものも、‘neutral’ vs. ‘hither’ の対立を示す（‘thither’ の形式がない）ものも、
‘neutral’ vs. ‘hither’ vs. ‘thither’ の対立を示すものもある。人称にかかわらず同じ形式を持つ動詞もあるが、
ダイクシス接尾辞が付いた動詞は主語が 3 人称の場合のみ語尾が異なる（第 2 節）ので、この表では主語が
1人称または 2人称である場合に動詞が取る形式のみを示している。3人称では ‘hither’の -u が落ち、‘thither’ 
の -te が -ta または -to になる。表 1で、TPN- は時制-主語の人称・数の接頭辞（TNS/PRS.NUM）を表す。ダ
イクシス接尾辞の後には、applicative の接尾辞 -é ‘from, via, at’, -e ‘with’（道具・随伴者／物）、未完了相の
接尾辞または強調の接尾辞 -u (‘hither’)/-i (‘thither’)、逆使役接尾辞 -akay、再帰接尾辞 -key などが来ることが
ある。  
表 1：クプサビニィ語の移動動詞に { I. ダイクシス接尾辞が付いた形式、II. 継続的移動を表す接尾辞
（‘along’ 接尾辞）とダイクシス接尾辞が付いた形式 }（主語が 1人称または 2人称の場合） 

 I. TPN-V-neutral/hither/thither II. TPN-V-along-hither/thither 
I-a. ‘neutral’ I-b. ‘hither’ I-c. ‘thither’ II-a. ‘along hither’ II-b. ‘along thither’ 

‘cross boundary’ ––	
   TPN-mùŋ-u	
   TPN-mùŋ-te	
   TPN-muŋ-nóó-nu	
   TPN-muŋ-tóó-te	
  
‘descend’ ––	
   TPN-rék-u	
   TPN-rèk-te	
   TPN-rek-tóó-nu	
   TPN-rek-tóó-te	
  
‘run’ TPN-lapat-ø	
   TPN-lapat-u	
   ––	
   TPN-lapat-óó-nu	
   TPN-lapat-áá-te	
  
‘march’ TPN-sàrep-ø	
   TPN-seréép-u	
   ––	
   TPN-sèreep-óó-nu	
   TPN-sèreep-áá-te	
  
‘roll’ TPN-mùkurkúúr-ø	
   TPN-mùkurkúúr-u	
   TPN-mùkurkúúr-te	
   TPN-mùkurkuur-óó-nu	
   TPN-mùkurkuur-óó-te	
  
‘pass by’ TPN-tɨl-ø	
   TPN-tɨl̀-u	
   TPN-tɨl-é	
   TPN-tɨl-óó-nu	
   TPN-tɨl-áá-te	
   
3.2 継続的移動を表す接尾辞（‘along’ 接尾辞）とダイクシス接尾辞の連続	
 （継続的移動を表す接尾辞を伴
わずに）ダイクシス接尾辞は移動動詞のみに付く（ただし、知覚動詞に付いて fictive motion を表すことがあ
る）のとは違い、本研究のトピックの中心であるこの二つの接尾辞が連続した形式は、移動動詞以外の動詞

を含むほぼすべての動詞に付く。英語からの借用語（例：koolinkèn ‘call’, rispontìnken ‘respond’）にも付く。
付くことができないのは、以下の 2 つの動詞だけのようである：čàra ‘injure, hurt’ (その逆使役形	
   čàrà-kay 
‘become injured, become hurt’), pùn-u (hither)/pùn-te (thither) ‘arrive’。（オーストラリアや南アメリカの言語の 
AM の接尾辞とは違い、ダイクシスの動詞にも起る。ただし、-oo-nu (along-hither) と -oo-te (along-thither) の
どちらとも起こる	
  čo ‘come’ とは違い、wo ‘go’ は -oo-te のみと起こる。また、この 2つの接尾辞の組み合わ
せの使用は随意的だが、‘walk’ を表す動詞の一つ	
  wostóóte	
  は	
   -oo-te を常に含んでいて、wost-óó-nu	
  という形
式はあるがめったに使われない。） 
	
 継続的な移動の接尾辞は	
   -aa/-oo（‘along’ と注釈してある；以下で、‘along’ 接尾辞）という形式を取る。
（-aa と -oo のどちらかを使うかは動詞によることが多いが、方言による違いであることも、自由変異であ
ることもある。）‘Along’ 接尾辞は常にダイクシス接尾辞を伴って使われる。‘Along’ 接尾辞と起こる時にダ
イクシス接尾辞は、主語が 1人称または 2人称である場合には、‘hither’ の形式は -nu（母音の連続を避ける
ために -u の前に -n が挿入されたと考えることができる）、‘thither’ の形式は -te で、主語が 3人称の場合は
最後の母音がなくなり、それぞれ -n ‘hither’ と -t ‘thither’ となる。語幹の終わりの音が t,	
  k,	
  ɲ以外の場合（動
詞によってはこれらに加えて l,	
  r,	
  ŋ以外）、‘along’ 接尾辞の直前に ‘hither’ の形式には	
  n	
  または	
  t	
  が、‘thither’ 
の形式には	
   t	
  が挿入される。したがって、‘along’ 接尾辞とダイクシス接尾辞の組み合わせは表 2の通りであ
る。1人称または 2人称の例を表 1の II-a と II-b に挙げている。  

表 2：クプサビニィ語の ‘along’ 接尾辞とダイクシス接尾辞が連続した形式 
 主語: 1人称または 2人称 主語: 3人称 
‘hither’ TPN-V-(n/t)óó-nu（まれに TPN-V-(n/t)áá-nu） TPN-V-(n/t)óó-n（まれに TPN-V-(n/t)áá-n） 
‘thither’ TPN-V-(t)áá-te/TPN-V-(t)óó-te TPN-V-(t)áá-t/TPN-V-(t)óó-t  
	
 ‘Along’ 接尾辞とダイクシス接尾辞の連続は、動詞が移動動詞（translational motion verb）であるか、そう
でないかにより、振る舞いが異なる。移動動詞の場合は、その意味にダイクシスの概念および移動の継続性

という概念を加える。移動動詞の中でもそれ自体が意味として持っている経路のヴェクターにより意味が異

なってくる。ヴェクターが FROM である場合は動詞で表された移動が接尾辞の連続の移動よりも先に起こ
る（例：(2A) の kù-mwey-òò-t）。そうでない場合は動詞で表された移動と接尾辞の連続の移動が同時に起こ
る（例：(3)）。AM ではないが、動詞が表す行為と（ダイクシスを含む）移動の関係は、前者は subsequent 
motion、後者は concurrent motion とみなすことができる。  
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(2) kìì-taŋááy piikò  kàpusà  kot (A)kù-mwey-òò-t   yáát	
  
 D.PST.3-suffer people.NOM very.much until PTCP.3-escape-along-thither DM 
 piikò,  ku-mwɨý  alák akóy wook (B)kù-mɨŋiš-oo-t  yáát 
 people.NOM PTCP.3-escape other up.to forest PTCP.3-live-along-thither DM 
 piikò  (C)ku-táŋaŋ-áá-t  	
   kùcakee yootò  páka paantáɲ.
 people.NOM PTCP.3-suffer-along-thither  since that.time  until now 
 ‘People suffered very much, and as a result, they (A)escaped and went along, and others escaped up to the forest; the 

people (B)have been living there and (C)have been suffering since that time until now.’  (Conversation 2018-8: C. 
Francis & C. Eunice)  

(3)   ... kà-mii  kùù-cùùt-òò-n-u   cept=ááke  mééset le, ... 
 T.PST.3-exist PTCP.3-pull-along-hither-IPFV girl.DEF.SG=cerain table DM 
 ‘A certain girl was (continuously) pulling a table along this way, and ...’  (CAL Discourse Subproject, Clip #21 

UMO2_cups.mp4: Participant ID 8, C. Ziporah)  
この構文で表されるイベントで移動しているのは主語であり、目的語ではない。(3) で主語の女の子はテー
ブルを引き続けるので、目的語のテーブルも移動しているが、ボールを蹴り上げて人は動かずにボールだけ

が飛んで行くような場面（NINJAL(-Kobe) Motion Project, Clip A9-38）にこの構文は使えない。 
	
 移動動詞以外の動詞の場合は、動詞が表す継続的な行為や状態・状態変化と共に起こる主語の AM（主語
が体の部位を表す名詞の場合はその所有者の AM）を表す。物体操作動詞（object-maneuvering verbs、様々
な putting verbs と taking verbs、ただし ‘put’ を含まない）や着脱動詞（clothing verbs）では、主に subsequent 
motion が表されることが多く（例：(4)）（ただし場合によっては concurrent motion の解釈も可能）、それ以
外では concurrent motion が表される（例：(5), (6)）。  
(4)   ... à-toor-óó-t-i    kiššéérok,  ... 
 PTCP.1SG-put.on.head-along-thither-IPFV skin.DEF.PL 
 ‘... I put animal skins on the head, and went along, ...’  (Conversation 2018-8: C. Francis & C. Eunice)  
(5)   ... kìì-ye  čá=tile  kààrììmànɨk   čo  
  D.PST.3-when come=pass.by young.man.DEF.PL.NOM  those  
  kà-mii  kwoom-oo-t-í   mùyèmpèènik. 
  T.PST.3-exist PTCP.3.eat-along-thither-IPFV mango.DEF.PL 
  ‘... when those young men came and passed by, they were (continuously) eating mangoes as they went along.’  (Pear 

story 20: C. Esther)  
(6)   ... à-kas-e   coorwéé-ɲuu  ɲimɲimen-óó-n-u  ... 
 PTCP.1-see-IMPFV friend-1SG.POSS smile-along-hither-IMPFV 
 ‘... I saw my friend (continuously) smiling as s/he came along, ...’  (NINJAL(-Kobe) Motion Project, Clip B8-04: 

Participant 5, C. Patricia) 
 
4. クプサビニィ語の Associated Motionに使われる構文の特徴、その特徴から言えること、その特徴を引き起
こす要因 
	
 クプサビニィ語の AM に使われる構文の特徴で注目すべきなのは以下の点である。その特徴から言えるこ
と、およびその特徴を引き起こす要因が何であるかに関して推測できることを、わかる範囲で同時に述べる。 
	
 まず第一に、Levinson & Wilkins (2006) と Guillaume (2016) が AM の構文について提案している (1) の二つ
の含意的階層のうち、クプサビニィ語の構文は (1a) の妥当性を支持していると言えるが、(1b) に関してはそ
の反例になっている。クプサビニィ語の構文は concurrent motion（しかし ‘do while coming/going’ というより
はむしろ ‘keep doing while coming/going’；例：(5), (6)）を表すことが多く、subsequent motion（例：(4)）を意
味することもあるが、prior motion を表すことはない。さらに、Ross (2017) によると (1b) のうちの AM の二
つのタイプが表される場合はその二つは prior motion と concurrent motion または prior motion と subsequent 
motion であるというが、クプサビニィ語の構文の場合 AM に使われる構文が表すのは concurrent motion と 
subsequent motion である。（ただ、まったく違う構文で (5) の čá=tile (come=pass.by) のように ‘come’ または 
‘go’ を表す動詞が別の動詞にクリティックとして付き prior motion を表しているように思われる場合があ
る。） 
	
 このことから、まず (1a) の含意的階層は問題がないかもしれないが、(1b) の含意的階層は普遍的ではない
と言える。Ross (2017) の仮説も誤っている。これらがクプサビニィ語の構文の場合 AM に特化したシステ
ムでないというのが要因かどうかはさらに他の言語を見てみなければならない。 
	
 第二に、Guillaume (2016) は、Talmy (1985, 1991, 2000) の移動表現の類型論のどのパターンとも違い、移
動の事実が動詞の語根で表されず文法的形態素で表されるという AM の特異性について述べているが、
Talmy の類型論は、移動の経路を中心にした主要な枠付けサブ・イベント（framing event）と移動の様態や
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手段という副次的なサブ・イベント（co-event）から成る複合イベントとしての移動を表現する構文パター
ンの類型論であり、問題は AM がそのようなタイプの複合イベントであるかということである。少なくとも
クプサビニィ語で表される AM の場合、複合イベントであるが、主要なサブ・イベントは移動ではなく、動
詞が表す行為や状態・状態変化であるようである。Talmy の枠組みでは、枠付けサブ・イベントのいくつか
の特徴のうち、項構造（argument structure）を決定し、つまり何が起こったかを決める（したがって、肯定
平叙文で断言され、否定文で否定され、命令文で命令され、疑問文で質問の対象となる）(Talmy 2000: 219) 
ということがある。クプサビニィ語の構文で、項構造を決定するのは接尾辞ではなく動詞であるし、この構

文が AM を表す場合、つまり何が起こったかの要点となる内容は移動ではなく動詞で表される行為や状態・
状態変化である。しかし、他の言語でも項構造を決定するのは動詞であるはずだが、他の言語においても何

が起こったかの要点となる内容が何であるのかは調べる必要がある。 
	
 第三に、クプサビニィ語では AMに、“V-along-hither/thither” という接尾辞のペアを伴った動詞の形式が使
われるが、‘along’ のスロットに入る接尾辞は 1つ (-aa/-oo) だけ、そしてダイクシス (hither/thither) のスロッ
トに入る接尾辞は 2つ (-n ‘hither’ と -t ‘thither’) だけで、2つの組み合わせしかなく、オーストラリアと南ア
メリカの言語の AM のシステムと比べると単純なシステムである。 
	
 また、クプサビニィ語の構文の場合、AM に特化したシステムを持っているわけではなく、動詞に移動動

詞を使うことができる。さらに、ダイクシスの区別はあるが、経路のタイプは一つだけで、動詞が表す行為

や状態・状態変化と移動との時間的関係は concurrent motion と subsequent motion の二つの可能性があっても
それらに対し区別をして違う形式を持っているわけではなく、動詞のタイプによってどちらかの関係を表し

ている。 
	
 第四に、クプサビニィ語ではほぼすべての動詞をこの構文で使うことができ、AM を表しているとみなさ
れるのは  translational motion を通常表すのには用いられない動詞が使われる場合である。さらには
subsequent motionを意味するのは物体操作動詞（object-maneuvering verbs、様々な putting verbs と taking verbs、
ただし ‘put’ を含まない）や着脱動詞に限られている。意味だけでなく、個々の語彙によるように思われる
場合もある。したがって構文が表すのが AM であるかどうかと、AM のうち concurrent motion と subsequent 
motion のどちらを表すかは動詞の意味によるのであり、クプサビニィ語の場合 AM が意味から独立した純
粋に文法的範疇とは言えない。これもクプサビニィ語の構文の場合 AM に特化したシステムでないというの
が要因であるかもしれないが、他の同じようなシステムを持つ言語のデータで確認する必要がある。 
	
 第五に、この構文が純粋に空間的ではなく、アスペクトが常に関わっていると考えられる現象がある

（Kawachi 2017）。以下に [A]〜[D] として挙げる。したがって、クプサビニィ語の場合 AM がアスペクト
と無関係な文法的範疇であるとは言い難い。 
[A] 付く動詞のタイプ（移動動詞か非移動動詞か）にかかわらず、そして表される移動のタイプ（subsequent 
motion か concurrent motion か）にかかわらず、移動は継続しなければならない。したがって、瞬時に移動す
る場合には使うことができない。例えば、筆者が行なったビデオ実験の一つ（NINJAL-Kobe プロジェクト）
において、短い時間に走って／スキップして／歩いて建物を入る／出るというクリップにこの構文は使われ

なかった。 
[B] この構文が concurrent motion を表す場合、動詞が意味している行為や状態・状態変化は移動の間継続し
なければならない。例えば、(5) は子どもたちが梨を食べ続ける場面に使われているが、移動の間食べる行
為が断続的である場合には使えない。 
[C] 起点と到達点が表されていない場合は、非移動動詞で表された行為や状態・状態変化の継続という、空
間移動とは無関係な、アスペクトのみの解釈が可能である（例：(2B) kù-mɨŋiš-oo-t と (2C) ku-táŋaŋ-áá-t; (7)）
（他の文脈では、例えば (7) は ‘s/he was/they were carrying other things along that way’と解釈可能）。その場合、
‘hither’ と ‘thither’ のどちらの形式も意味の違いなしに使用できる。したがって、例えば (7) で動詞に 
kìì-poont-òò-n-u (DIST.PST.3-have-along-hither-IPFV) を使うこともできる。  
(7)   ... kìì-poont-òò-t-ì   tùkuk álak ....	
  
 D.PST.3-have-along-thither-IPFV things other 
 ‘... s/he/they had had other things (for some time) ...’  (Conversation 2016.8-1: C. Francis & C. Farantine)  
もともと空間移動に使われていた構文が時間に使われるというのは、空間を通して時間を把握するため空間

表現が時間表現に適用される (Clark 1973, Lakoff & Johnson 1980, 1999) というのが原因かもしれない。ただ、
この構文の場合、科学技術の進歩（特に電話）により空間移動に限定されていたのが時間に使われるように

なったのではないかということを示唆する例がある。  
(8) ki-ššém  kàroomɨn kùù-paseen-áá-t   kàriik-í   ...	
  
 D.PST.3-try very.much PTCP.3-ask.to.borrow-along-thither money.DEF.PL-EMPH 
 ‘S/he tried very much to (continuously) ask to borrow money ...’  (Story 2018.3-1: M. Elvis)  
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例えば、(8) でかつてはお金を借してもらいに回るという行為には空間移動が伴わなければならなかったが、
現代では電話で頼むことができるので、この文はこの文脈では空間移動を伴わない行為の継続というアスペ

クトの意味としての解釈が通常なされる。このような他の例として、動詞に ‘announce (news)’, ‘spread (the 
rumor)’, ‘ask for opinions’ を使ったものなどがある。 
[D] 連続・反復の概念を常に表し、concurrent motion の場合動詞の行為が連続・反復して起ることが、
subsequent motion の場合移動が連続して起ることが表される。また、この構文はイベントが一度起るという
解釈に加えて、イベント全体が反復されるという解釈（例：(5) で kà-mii kwoom-oo-t-í mùyèmpèènik ‘they 
were eating mangoes as they went along’ の部分だけをとった場合、このイベント全体が繰り返されるという解
釈）も可能である。筆者が知る限り、これは他の言語では報告されていない現象である。 
 
5. 結論	
  
	
 クプサビニィ語の AM を表すのに使われる構文は、これまで報告されてきた他の言語の AM の構文とは
違う特徴があることがわかった。いくつかの特徴はこれまで言われてきた仮説に反するものであり、その要

因を推測できそうなものがある。これまで研究されてきたオーストラリアや南アメリカの言語の AM の構文
と同じシステムとみなせるのかどうか検討の余地がある。 
 
略号一覧	
 DEF: definite, DM: discourse marker, D.PST: distant past, INDEF: indefinite, IPFV: imperfective, NOM: nominative, 
PL: plural, PTCP: participle（用法が多く、他の言語での  consecutive に相当する用法もある） , SG: singular, TPN: 
TNS/PRS.NUM (tense/person.number prefix), T.PST: today past, V: verb  
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